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本
誌
の
対
象
は
、
広
く
比
較
文
学
、
お
よ
び
文
学
の
理
論
研
究

に
関
す
る
範
囲
に
わ
た
る
も
の
と
し
ま
す
。
投
稿
論
文
は
教
員
お

よ
び
編
集
委
員
会
の
厳
正
な
る
査
読
を
経
た
上
で
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
本
学
会
は
い
ま
だ
未
開
拓
の
分
野
と
い
っ
て
も
よ

い
学
問
領
域
を
含
ん
で
お
り
ま
す
。
本
誌
の
充
実
を
も
っ
て
学
問
の

進
展
に
寄
与
す
べ
く
、
学
内
外
を
問
わ
ず
、
広
く
会
員
の
皆
様

の
投
稿
を
仰
ぎ
た
い
と
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

一
、
投
稿
論
文
の
上
限
は
和
文
400
字
詰
40
枚
。

　
　

欧
文
（
60
ス
ト
ロ
ー
ク
×
25
行
）
20
枚
。

一
、
原
稿
〆
切
は
原
則
と
し
て
毎
年
度
九
月
末
日
。

一
、
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
の
著
作
権
は
、
著
者
お
よ
び
筑
波

大
学
比
較
・
理
論
文
学
会
編
集
委
員
会
に
帰
属
す
る
。

一
、
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
は
、
筑
波
大
学
電
子
図
書
館
（
つ

く
ば
リ
ポ
ジ
ト
リ
）
に
お
い
て
公
開
す
る
も
の
と
す
る
。

一
、
問
い
合
わ
せ
先
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五
─
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城
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く
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市
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王
台
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─
一
─
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究
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